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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象におけるＴ細胞疲弊に関与する悪性疾患（Ｂ細胞悪性腫瘍を除く）の治療用の、治
療有効量のＣＤ８４の活性または発現を減少させることができる薬剤。
【請求項２】
　対象における自己免疫疾患または炎症性疾患の治療用の、治療有効量のＣＤ８４の活性
または発現を減少させることができる薬剤。
【請求項３】
　前記悪性疾患が固形腫瘍、Ｔ細胞悪性腫瘍または骨髄性悪性腫瘍である、請求項１に記
載の薬剤。
【請求項４】
　前記固形腫瘍が、黒色腫、肺癌、腎細胞癌、前立腺癌、乳癌、卵巣癌、頭頸部癌、結腸
腺癌、線維肉腫、子宮頸部癌、食道癌、直腸癌、口腔癌、肝臓癌、および膵臓癌からなる
群から選択される、請求項３に薬剤。
【請求項５】
　前記自己免疫疾患または炎症性疾患が、多発性硬化症、潰瘍性大腸炎、クローン病、関
節炎、および狼瘡からなる群から選択される、請求項２に記載の薬剤。
【請求項６】
　前記自己免疫疾患または炎症性疾患が慢性容態である、請求項２または５のいずれかに
記載の薬剤。
【請求項７】
　前記自己免疫疾患または炎症性疾患が急性容態である、請求項２または５のいずれかに
記載の薬剤。
【請求項８】
　前記ＣＤ８４の活性または発現を減少させることができる薬剤が、ポリヌクレオチド剤
である、請求項１に記載の薬剤。
【請求項９】
　前記ＣＤ８４の活性または発現を減少させることができる薬剤が、ポリヌクレオチド剤
である、請求項２に記載の薬剤。
【請求項１０】
　前記ポリヌクレオチド剤が、アンチセンス、ｓｉＲＮＡ、マイクロＲＮＡ、リボザイム
、およびＤＮＡザイムからなる群から選択される、請求項８または９のいずれかに記載の
薬剤。
【請求項１１】
　前記ＣＤ８４の活性または発現を減少させることができる薬剤が抗体である、請求項１
に記載の薬剤。
【請求項１２】
　前記ＣＤ８４の活性または発現を減少させることができる薬剤が抗体である、請求項２
に記載の薬剤。
【請求項１３】
　前記抗体が、前記ＣＤ８４の細胞外部分の少なくとも１つのエピトープに結合する、請
求項１１または１２のいずれかに記載の薬剤。
【請求項１４】
　前記抗体がＣＤ８４中和抗体である、請求項１１～１３のいずれか１項に記載の薬剤。
【請求項１５】
　前記ＣＤ８４の活性または発現を減少させることができる薬剤が、前記Ｔ細胞上のプロ
グラム細胞死リガンド１（ＰＤ－Ｌ１）、プログラム細胞死１（ＰＤ－１）、細胞傷害性
Ｔリンパ球抗原－４（ＣＴＬＡ－４）、リンパ球活性化遺伝子３（Ｌａｇ－３）、キラー
細胞レクチン様受容体Ｇ１（ＫＬＲＧ１）、および／または２Ｂ４のうちの任意の１つの
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活性または発現を下方制御するものである、請求項１に記載の薬剤。
【請求項１６】
　前記治療有効量のＣＤ８４の活性または発現を減少させることができる薬剤が、前記Ｔ
細胞によるＩＬ－２、ＩＬ－４、ＩＦＮγの産生、および／またはＣＤ１０７の発現の増
加に関連する前記Ｔ細胞疲弊を逆行させるものである、請求項１に記載の薬剤。
【請求項１７】
　対象におけるＴ細胞疲弊に関与する悪性疾患の治療用の、治療有効量のＳＬＡＭＦ１の
活性または発現を減少させることができる薬剤（ＣＤ８４の活性または発現を減少させる
ことができる薬剤を除く）。
【請求項１８】
　前記悪性疾患がＢ細胞悪性腫瘍である、請求項１７に記載の薬剤。
【請求項１９】
　前記Ｂ細胞悪性腫瘍が、ホジキンリンパ腫、非ホジキンリンパ腫、びまん性大細胞型Ｂ
細胞リンパ腫、Ｂ細胞慢性リンパ球性白血病（Ｂ－ＣＬＬ）／慢性リンパ性白血病（ＣＬ
Ｌ）、慢性リンパ球性白血病／小リンパ球性リンパ腫、慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、節
外性辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫－粘膜関連リンパ系組織リンパ腫、濾胞性リンパ腫、マントル
細胞リンパ腫、節性辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫、バーキットリンパ腫、毛様細胞白血病、原発
性中枢神経系リンパ腫、脾性辺縁帯Ｂ細胞リンパ腫、リンパ球形質細胞性リンパ腫、縦隔
原発Ｂ細胞リンパ腫、多発性骨髄腫、急性リンパ球性白血病（ＡＬＬ）、急性リンパ芽球
性プレＢ細胞白血病、形質細胞性白血病、プレＢ細胞白血病、早期プレＢ細胞白血病、お
よびプレＢ急性リンパ芽球様白血病からなる群から選択される、請求項１８に記載の薬剤
。
【請求項２０】
　前記ＳＬＡＭＦ１の活性または発現を減少させることができる薬剤がポリヌクレオチド
剤である、請求項１７に記載の薬剤。
【請求項２１】
　前記ポリヌクレオチド剤が、アンチセンス、ｓｉＲＮＡ、マイクロＲＮＡ、リボザイム
、およびＤＮＡザイムからなる群から選択される、請求項２０に記載の薬剤。
【請求項２２】
　前記ＳＬＡＭＦ１の活性または発現を減少させることができる薬剤がＳＬＡＭＦ１抗体
である、請求項１７に記載の薬剤。
【請求項２３】
　前記ＳＬＡＭＦ１の活性または発現を減少させることができる薬剤が、前記Ｔ細胞上の
プログラム細胞死リガンド１（ＰＤ－Ｌ１）、プログラム細胞死１（ＰＤ－１）、細胞傷
害性Ｔリンパ球抗原－４（ＣＴＬＡ－４）、リンパ球活性化遺伝子３（Ｌａｇ－３）、キ
ラー細胞レクチン様受容体Ｇ１（ＫＬＲＧ１）、および／または２Ｂ４の活性または発現
を下方制御するものである、請求項１７に記載の薬剤。
【請求項２４】
　前記治療有効量のＳＬＡＭＦ１の活性または発現を減少させることができる薬剤が、前
記Ｔ細胞によるＩＬ－２、ＩＬ－４、ＩＦＮγの産生および／またはＣＤ１０７の発現の
増加に関連する前記Ｔ細胞疲弊を逆行させるものである、請求項１７に記載の薬剤。
【請求項２５】
　化学療法薬、抗体免疫療法、および／または放射線療法の使用をさらに含む、請求項１
に記載の薬剤。
【請求項２６】
　化学療法薬、抗体免疫療法、および／または放射線療法の使用をさらに含む、請求項２
に記載の薬剤。
【請求項２７】
　化学療法薬、抗体免疫療法、および／または放射線療法の使用をさらに含む、請求項１
７に記載の薬剤。
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【請求項２８】
　前記対象がヒト被験体である、請求項１に記載の薬剤。
【請求項２９】
　前記対象がヒト被験体である、請求項２に記載の薬剤。
【請求項３０】
　前記対象がヒト被験体である、請求項１７に記載の薬剤。
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